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『きょういく』と『かてい』 
 
 

平成25年度 父母の会 会長  

喜多 正貴 

   

平
成
二
十
五
年
度 

  
 
  
  

行 
 

事 
 

つ
ぼ
み
保
育
園 

 

4
月 

2
日 

  

  
 

6
日 

  
 

20
日 

親
子
歓
迎
遠
足 

  
 

25
日 

お
た
の
し
み
会 

 
 
 

園
児
健
康
診
断(

2
日
間
） 

5
月 

9
日 

端
午
の
節
句
お
た
の
し
み
会 

  
 

11
日 

年
長
組
親
子
保
育 

  
 
 
 
 
 
  
 
  

ク
ラ
ス
懇
談
会 

  
 

25
日 

年
少
組
親
子
保
育 

  
 
 
 
 
 
  
 
  

ク
ラ
ス
懇
談
会 

6
月 

1
日 

影
絵
劇
場(

一
般
公
開)

 

  
 

13
日 

お
た
の
し
み
会 

 

25
日 

歯
科
健
診 

 
 
 

7
月 

4
日 

七
夕
ま
つ
り
お
た
の
し
み
会 

  
 

12
日 

  

  
 

13
日 

  

  
 

20
日 

保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

  
 

22
日 

プ
ー
ル
開
き 

8
月 

29
日 

お
た
の
し
み
会 

9
月 

12
日 

お
た
の
し
み
会 

10
月 

12
日 

運
動
会 

 

  
 

17
日 

お
た
の
し
み
会 

  
 

29
日 

敬
老
の
集
い 

 
 
 
  
 

園
児
健
康
診
断(

2
日
間
） 

11
月 

9
日 

リ
ト
ミ
ッ
ク
発
表
会 

 

16
日 

友
愛
セ
ー
ル 

  
 

21
日 

お
た
の
し
み
会 

12
月 

5
日 

お
た
の
し
み
会 

  
 

8
日 

輔
仁
会
合
同
音
楽
祭 

  
 
 
 
 
 

於 

そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う 

  
 

20
日 

  

  
 

21
日 

  

  
 

25
日 

も
ち
つ
き 

1
月 

16
日 

お
た
の
し
み
会 

2
月 

1
日 

年
少
発
表
会 

  
 

3
日 

豆
ま
き 

  
 

15
日 

年
長
発
表
会 

  
 

20
日 

お
た
の
し
み
会 

3
月 

3
日 

桃
の
節
句
お
た
の
し
み
会 

  
 

5
日 

遠
足(

年
長) 

  
 

12
日 

遠
足(

年
少) 

  
 

21
日 

卒
園
式 

  
 

27
日 

入
園
式(

新
園
児)

 

 

第
２
つ
ぼ
み
保
育
園 

 

4
月 

6
日 

新
年
度
説
明
会 

  
 

20
日 

親
子
歓
迎
遠
足 

5
月 

9
日 

端
午
の
節
句 

6
月 

25
日 

歯
科
健
診 

7
月 

4
日 

七
夕
ま
つ
り 

10
月 

26
日 

親
子
保
育(

本
園
に
て)

 

 
 
 

園
児
健
康
診
断 

2
月 

3
日 

豆
ま
き 

3
月 

1
日 

親
子
保
育 

 

3
日 

桃
の
節
句 

 
 
 

園
児
健
康
診
断 

お
泊
ま
り
保
育(

青
組)

 

作
品
展 

新
年
度
説
明
会 

はじめまして。今年度より父母の会会長

をさせていただくことになりました喜多正

貴と申します。前年度までの３年間会長を

誠心誠意務められた檜川さんを始め，昨年

度の役員の方々の素晴らしい軌跡を汚さぬ

よう今年度役員一同邁進していきたい所存

でございます。 

突然ですが，『きょういく』と聞いてど

んなイメージを抱きますか？教育や強育，

叫育，凶育，怯育，狂育，恐育，今日育，

協 育，興 育，競 育，彊 育，驚 育，響

育・・・。漢字って不思議なもので，その

一文字一文字で何となくイメージが湧くと

は思いませんか。私は目指すべき『きょう

いく』は『共育』でありたいと思っており

ます。 

子育ての原点である家庭では，親から子

どもへの一方的なおしつけ『きょういく』

では，オギャーオギャーと生まれた子ども

は，結局ギャーギャー言うだけの大人にし

かなりません。やはり我々親は，子どもと

喜怒哀楽を分かち合い，子どもの心のより

どころになってあげ，ここぞ！という時は

親の威厳を見せ，人生の道しるべとなる。

そういった人生の過程を子どもと共に歩ん

でいく『きょういく』であることで，オ

ギャーオギャーと生まれた子どもはオヤー

（親～）オヤー（親～）と親を鏡に大人に

なっていくのではないでしょうか。 

さて、話は変わりますが，本園はいよい

よ来年度に五十周年を迎えます。この５０

年間に携わられた多くの先生方によって，

いくつもの洗練された保育課程が生み出さ

れ，子どもに『きょういく』してくださっ

ていることに深く感謝しております。また

この５０年間の礎を築かれた父母の会の諸

先輩方には日々畏敬の念を抱いておりま

す。５０年間の歴史の重さをひしひしと感

じておりますが，最高の先生方と最高の役

員メンバーと共に，今年度のスローガンで

あります“やれるときに，やれる人が，や

れることをやろう (^O^)/”をもとに，

『きょういく』魂で父母の会を盛り上げて

まいりたいと思います。 

最後になりますが，この「つぼみ」とい

う年報を通して，５０年間分の「つぼみ」

という絆を深め合うことのできる喜びを噛

み締め，５０周年記念事業の大成功を約束

しつつ，年報の挨拶とかえさせていただき

ます。 

  

 

昨
年
の
夏
、
平
成
24
年
8
月
3
日
、

享
年

92

歳
安
ら
か
に
眠
る
よ
う
に
旅

立
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
26
年
、
花
ぞ
の
保
育
園
で
保
育
の

仕
事
に
関
わ
り
、昭
和
40
年
に
つ
ぼ
み
保

育
園
を
昭
和
45
年
に
さ
わ
ら
び
保
育
園

を
開
設
さ
れ
保
育
の
仕
事
に
半
生
を
捧

げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

私
が
大
浦
仁
子
園
長
先
生
と
出
会
っ
た

の
は
昭
和
45
年
の
春
、保
母
と
し
て
大
き

な
夢
を
抱
き
第
一
歩
を
歩
き
始
め
た
時
、

つ
ぼ
み
保
育
園
の
園
長
先
生
で
し
た
。 

 

そ
の
頃
の
保
育
園
は
託
児
を
す
る
施
設

と
し
か
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

仁
子
園
長
先
生
は
幼
稚
園
と
保
育
園
で

過
ご
す
子
ど
も
は
同
じ
で
あ
る
と
幼
児
教

育
の
大
切
さ
を
い
ち
早
く
お
感
じ
に
な

り
、保
育
園
も
保
育
と
教
育
を
重
視
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
思
い
か
ら
保
育
内
容
の

充
実
に
む
け
て
心
血
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。「
幼
児
教
育
」に
か
け
る
情
熱
は
熱

く
、特
に
健
康
な
体
を
つ
く
る
運
動
あ
そ

び
や
感
覚
機
能
を
伸
ば
す
音
楽
教
育
の

リ
ト
ミ
ッ
ク
を
保
育
の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
講
師
の
先
生
を
招
く
な
ど
、私
た
ち
職

員
に
も
研
鑽
を
積
む
機
会
を
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
く
だ
さ
り
、現
在
も
継
承
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、こ
の
保
育
事
業
一
筋
に
歩
い
て
こ

ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
平
成
3
年
に

勲
六
等
瑞
宝
章
を
授
章
さ
れ
ま
し
た
。 

 

保
護
者
の
皆
様
や
旧
職
員
の
皆
様
も

幼
児
教
育
者
と
し
て
、あ
る
と
き
は
人
生

の
先
輩
と
し
て
、あ
る
と
き
は
母
の
よ
う

に
、暖
か
い
大
き
な
心
で
包
み
込
み
こ
ん
で

く
だ
さ
っ
て
い
た
仁
子
園
長
先
生
と
の
思

い
出
を
色
々
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、昭
和
51
年
に
さ
わ
ら
び
保
育

園
へ
園
長
と
し
て
行
か
れ
、つ
ぼ
み
保
育
園

で
は
理
事
長
、会
長
と
し
て
の
お
立
場
と

な
り
ま
し
た
。 

 

「
ど
う
ね
、だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
ね
、頑
張 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
な
ぁ
ね
」と
心
に
か
け
て
く
だ
さ
り
暖
か

い
言
葉
が
今
で
も
聞
こ
え
て
来
る
よ
う
で

す
。 

お
し
ゃ
れ
で
、
、お
酒
が
大
好
き
で
、

情
が
厚
く
、厳
し
さ
の
中
に
も
ぬ
く
も
り

が
あ
り
、あ
の
凜
と
し
た
お
美
し
い
姿
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

保
育
園
が
大
好
き
だ
っ
た
創
立
者
の
仁

子
会
長
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、こ
れ
か
ら

も「
子
ど
も
た
ち
の
最
善
の
利
益
」と
は
な

に
か
を
し
っ
か
り
見
極
め
、地
域
に
根
付
い

た
保
育
園
と
な
る
よ
う
職
員
一
同
、精
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

園
長  

 

大
久
保
雅
子 

 

創
立
者 

 
 

大
浦
仁
子
会
長
を 

 
 
 
 
 
 
 

偲
ん
で  

昨
年
の
六
月
、三
党(

自
民
・
公
明
・
民
主)

合
意
に
よ
り
『
総
合
こ
ど
も
園
法
は
撤
廃
す

る
、現
保
育
制
度
は
維
持
す
る
』こ
と
が
決

ま
っ
た
か
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
、国

は
保
育
園
と
幼
稚
園
と
を
制
度
上
一
体
的

に
し
て
し
ま
う
新
た
な
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
を
作
る
こ
と
を
目
指
し「
子
ど

も
・
子
育
て
国
民
会
議
」を
開
催
し
、集
中

的
な
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

保
育
制
度
は
残
し
た
も
の
の
、新
た
な
認

定
こ
ど
も
園
が
今
後
主
流
に
な
る
の
だ
と

の
姿
勢
を
鮮
明
に
出
し
、保
育
料
の
あ
り

方
、保
育
時
間
の
認
定
の
仕
組
み
、保
育
士

資
格
と
幼
稚
園
教
員
免
許
を
統
合
し『
保

育
教
諭
』と
い
う
免
許
を
新
た
に
持
た
せ

る
等
、具
体
的
な
制
度
設
計
が
議
論
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
。 

そ
の
国
民
会
議
で
の
議
論
の
行
方
に
は
、

『
保
護
者
の
負
担
が
増
え
る
の
で
は
』、『
保

育
時
間
が
親
の
就
労
時
間
に
よ
り
細
切
れ

に
な
る
の
で
は
』
、『
職
員
給
与
が
保
証
さ
れ

な
く
な
り
、人
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
の
で
は
』
、『
逆
に
保
育
士
の
人
材
不

足
に
拍
車
が
か
か
る
の
で
は
』
、『
園
舎
の
修

繕
や
改
築
の
財
源
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
』

な
ど
な
ど
心
配
事
が
山
積
し
て
い
ま
す
。 

市
町
村
に
お
い
て
も
、近
日
中
に
地
方
版

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
が
設
置
さ
れ
、子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、福
岡
市
や
新

宮
町
の
保
育
に
対
す
る
理
念
が
重
要
に
な

り
ま
す
。 

一
方
で
、四
月
一
九
日
に
安
倍
首
相
が
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の「
三
本
の
矢
」の
最
後
と
な

る「
成
長
戦
略
」の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。そ
の
中
で
、「
女
性
が
輝
く
日
本
」

と
の
テ
ー
マ
で
急
速
な
少
子
高
齢
化
で
先

細
る
労
働
力
の
一
翼
を
女
性
た
ち
に
担
っ

て
も
ら
う
な
ど
、女
性
の
活
用
を
柱
に
し
た

戦
略
も
盛
り
込
ま
れ
、具
体
策
と
し
て「
待

機
児
童
ゼ
ロ
」と「
三
年
間
の
育
児
休
業
」

な
ど
を
挙
げ
ま
し
た
。 

「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」に
つ
い
て
は
、か
つ
て

待
機
児
童
が
多
か
っ
た
横
浜
市
を
例
に
出

し
、株
式
会
社
等
に
保
育
園
を
作
ら
せ
急

激
に
待
機
児
童
を
減
少
さ
せ
た
成
果
を
他

都
市
に
も
見
習
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
趣
旨

を
述
べ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
政
府
の「
規
制

改
革
会
議
」が
待
機
児
童
解
消
を
目
的
に
、

認
可
保
育
園
の
面
積
や
保
育
士
配
置
の
基

準
を
緩
和
し
受
け
入
れ
数
を
増
や
そ
う
と

し
て
い
る
経
済
優
先
施
策
の
後
押
し
に
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。 

次
に
、「
三
年
間
の
育
児
休
業
」に
つ
い
て
、

西
日
本
新
聞
四
月
二
八
日
の
朝
刊
に
は
下

の
よ
う
な
コ
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。  

↓ 

こ
ち
ら
も
、国
民
に
は
人
気
が
な
い
よ
う

で
す
。 

こ
の「
成
長
戦
略
ー
女
性
が
輝
く
日
本
」

の
向
こ
う
に
見
え
隠
れ
し
て
い
る
の
は
七

月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
対
策
な
ん
で

し
ょ
う
。 

最
近
に
な
り
新
シ
ス
テ
ム
に
反
対
の
声
を

挙
げ
て
き
た
我
々
保
育
団
体
に
対
し
、「
既

得
権
益
を
守
ろ
う
と
す
る
圧
力
団
体
」と

の
論
調
が
耳
や
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。成
長
戦
略
の
後
押
し
を
す
る
学
者
、

マ
ス
コ
ミ
の
攻
勢
で
す
。株
式
会
社
の
参
入

は
手
っ
取
り
早
い
待
機
児
童
解
消
策
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、利
益
優
先
の

姿
勢
が「
人
を
育
て
る
事
業
」に
向
か
な
い

こ
と
は
自
明
の
理
で
す
。
小
泉
政
権
下
で
学

校
の
株
式
会
社
参
入
を
試
み
た
が
、や
は

り
「
質
劣
化
」で
頓
挫
し
て
い
ま
す
。今
で
さ

え
世
界
的
に
低
レ
ベ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る

日
本
の
保
育
・
教
育
の
環
境
基
準
を
経
済

優
先
の
思
想
で
更
に

悪
く
し
よ
う
と
い
う

施
策
に
は
何
と
言

わ
れ
よ
う
と
反
対

を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

保育の新制度 
と 

成長戦略 
と 

既得権益!!  
 

理事長/統括園長   大 浦 純 平 



 平成24年度 つぼみ保育園経理区分 決算状況 (単位 千円) 

【 資金収支計算書 】 

経
常
活
動
に
よ
る
収
支    

      運営費収入 230,591 

      利用料収入 7,633 

      その他の経常活動収入 28,619 

  経常収入計   (1) 266,345 

      人件費支出 168,619 

      事務費支出 28,157 

      事業費支出 32,813 

      その他の経常活動支出 7,680 

  経常支出計   (2) 237,269 

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 29,076 

に
よ
る
収
支 

施
設
整
備
等  

  施設整備等収入計  (4) 0 

  施設整備等支出計  (5) 5,173 

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) ▲5,173 

に
よ
る
収
支 

財
務
活
動
等  

  財務収入計  (7) 0 

  財務支出計  (8) 29,000 

財務活動資金収支差額(9)=(7)-(8) ▲29,000 

当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) ▲5,097 

前期末支払資金残高 (11) 14,031 

8,934 当期末支払資金残高(10)+(11) 

【 貸 借 対 照 表 】 

流動資産 29,441 

固定資産 403,485 

資産の合計 432,926 

負
債 

流動負債 20,508 

固定負債 3,795 

小        計 24,303 

純
資
産 

基本金 43,103 

国庫補助金等特別積立金 160,550 

その他の積立金 120,500 

次期繰越活動収支差額 84,470 

小        計 408,623 

負債及び純資産の合計 432,926 

資
産 

 寄せられた意見・要望（社会福祉法の公表義務付けに準拠）       

つ
ぼ
み
保
育
園 

受付年月 申出者 受付内容 解決結果 

Ｈ．25．3 
近隣 

男性 

夕方、保護者駐車場が満車になり、路上に順番に並び待っている

車が列をつくり道幅が狭くなっているため、三叉路付近で路地から

出て曲がろうとした際に車体を壁にこすり傷つけた。 

謝罪をし、保護者に注意することを約束する。 

保護者には新年度説明会の折に詳しく内容を伝え、

注意を促した。 

平成25年度  

職員構成 
(7月1日現在 60名) 

 

  理事長 大浦 純平   

  園  長 大久保 雅子 
 

つぼみ保育園 
 

 主 任 小島 千枝  副主任 猿渡 健一 
 

も も組 宮川 京子  津田 豊子 

  吉田 香織 内田 久子 

  林  郁子   川口 ますみ 

  清水 淳子  越治 和代 

   永末 映里 田中 孝子   

う め組 高松 明美 吉崎 仁美 

  松本 優美 久保 未由紀 

  大野 歩 西村 知子 

  小西 真弓 時津 俊枝 

  小山 せり香 桵澤 紀子 

さくら組 幾度 良恵 高崎 謙  

  小田 晃子 野口 希世 

  永尾 弘子 松崎 征子 

すみれ組  猿渡 健一  

れんげ組  西村 美香 姫野 恵 

つくし組  松本 達則  

わらび組  阿部 香澄    

なずな組  大浦 佳子 

年長フリー 小田 彩佳 上野 あすか 

栄 養 士  岩崎 真樹 福島 千春 

調 理 員  河津 和美 岡崎 千代 

    英原 さやか 渡邊 亜希子 

事務主任  大浦 理絵 

用 務 員   中島 凉子 

延長専任保育士助手 

   池田 加代 五島 菖 伊佐 裕美子 

 

第２つぼみ保育園(分園) 
 

 分園長 田村 明子 
 

 保 育 士 中北 由里 浦川 華奈美 

   石丸 あず沙 岡崎 久美子 

   野田 美和子 光安 佑佳 

   阿部 俊子 野中 智子 

調 理 員 荒木 亜希子 

延長専任保育士助手  永島 遥 

管理栄養士  城戸 奈緒(育休中) 

政
治
・経
済
と
も
に
先
行
き
不
透
明

の
感
も
あ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
子

ど
も
達
に
明
る
い
未
来
が
訪
れ
る
こ
と

を
切
に
願
い
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

さ
て
、
か
ね
て
よ
り
ご
案
内
し
て
お

り
ま
す
通
り
、
平
成
25
年
度
に
つ
ぼ
み

保
育
園
が
創
立

50

周
年
を
迎
え
ま

す
。
40
周
年
実
行
委
員
会
よ
り
バ
ト
ン

を
引
き
継
ぎ
、
大
き
な
節
目
と
な
る

50
周
年
を
皆
で
盛
大
に
祝
お
う
と
実

行
委
員
会
を
結
成
し
て
お
り
ま
す
。
昨

年
か
ら
検
討
が
進
ん
だ
事
項
を
以
下
の

通
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 1
．
平
成
26
年
度
に
50
周
年
記
念
事

業
を
実
施 

2

．
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27

年

1
月

11

日
（
日
）に
創
立
50

周

年
記
念
式
典
を
開
催
す
る 

・開
催
場
所
は
福
岡
国
際
会
議
場

と
す
る 

・記
念
講
演
を
実
施
す
る 

・法
人
三
ケ
園
に
よ
る
合
同
音
楽

祭
を
開
催
す
る 

3
．
周
年
記
念
事
業
に
は
欠
か
せ
な
い

柱
で
あ
る
寄
付
金
の
募
集
を
行
う 

4
．
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

す
る 

5
．
記
念
T
シ
ャ
ツ
を
販
売
す
る 

6
．
記
念
式
典
開
催
、
寄
付
金
募
集

を
幅
広
く
案
内
す
る
た
め
、
独
立

し
た
卒
園
生
の
名
簿
整
備
を
行

う 

 

課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
歴
代

父
母
の
会
会
長
様
に
ご
相
談
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
24
年
10
月
20
日
に
は
40

周
年
以
降
の
父
母
の
会
役
員
の
方
々
を

中
心
に
お
集
ま
り
頂
き
、
拡
大
実
行
委

員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
役
割
分

担
、
決
起
集
会
も
行
い
、
50
周
年
記
念

事
業
に
向
け
団
結
を
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
す
。 

前
述
し
ま
し
た
寄
付
金
の
募
集
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
の
ご
案
内
、
卒

園
生
名
簿
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
別

途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

特
に
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
様
の

ご
協
力
が
必
要
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。

40
周
年
記
念
事
業
で
は
記
念
品
と
し

て
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
贈
呈
し
、
お
や
じ
の
会

メ
ン
バ
ー
で
組
立
、
設
置
を
行
い
ま
し

た
。
園
が
改
築
さ
れ
た
後
も
そ
の
ロ
グ
ハ

ウ
ス
は
移
築
さ
れ
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。
50
周
年
は
何
を
お
贈
り
す
る
か
協

議
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
趣
旨
に
ご

賛
同
頂
き
、
寄
付
へ
の
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
実
行
委
員
会
と
し
て
友
愛

セ
ー
ル
へ
出
店
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
お

り
、
収
益
に
つ
い
て
は
周
年
記
念
事
業

積
立
金
に
繰
り
入
れ
る
計
画
で
す
。
皆

様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
準
備
不
足
の
点
も
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
歴
代
会
長
様
を

始
め
、
皆
様
に
ご
相
談
し
、
ご
助
言
を

頂
き
な
が
ら
50
周
年
記
念
事
業
成
功

に
向
け
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
に
は
何
か
と
お
力
添
え
を
お
願

い
す
る
機
会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
是
非
、
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
50
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て 

 

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業 

 
 
 
 

実
行
委
員
長 

伊
集
院
直
親 

 

S.59年～H.22年 

49年目のつぼみ保育

園。50年の伝統と歴

史を受け継ぐ努力を

していることもあれ

ば、時代の流れや変

わりゆく環境の中で

新たに始めたことも

あります。 

■
園
舎
の
変
遷 

50
年
の
間
に
つ
ぼ
み
の
園

舎
は
４
回
増
改
築
さ
れ
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
赤
い

屋
根
の
木
造
建
物
か
ら
、

床
暖
房
完
備
の
鉄
琴
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
へと
変
化
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
50
年

間
変
わ
ら
な
い
の
は
、
園
庭

を
元
気
に
か
け
ま
わ
る
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
す
。 

■
ロ
グ
ハ
ウ
ス 

40
周
年
の
記
念
品
と
し
て

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
３
棟
の

ロ
グ
ハ
ウ
ス
も
10
年
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
園
舎
の
建
て

替
え
に
伴
い
園
庭
も
新
し
く

な
り
ま
し
た
が
、
移
築
し
た
３

棟
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
今
で
も
健

在
で
、
子
ど
も
達
に
大
人
気

で
す
。
泥
団
子
や
ス
コ
ッ
プ
・

お
皿
・バ
ケ
ツ
な
ど
を
持
ち

寄
っ
て
ま
ま
ご
と
遊
び
を
し

た
り
、
か
く
れ
ん
ぼ
の
隠
れ

る
場
所
に
し
た
り
、
お
家
ご
っ

こ
を
し
た
り
…
子
ど
も
達
は

こ
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
大
好
き
で
す
。
い
つ
ま
で
も
つ
ぼ
み

の
園
庭
に
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
引
き
継
い
で
使
っ
て
い
け
る

よ
う
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

■
陶
芸
ク
ラ
ブ 

敬
老
の
集
い
の
お
土
産
と

言
え
ば
子
ど
も
達
の
作
っ

た
お
皿
。
卒
園
記
念
制
作

も
自
分
で
作
っ
た
お
皿
。

お
皿
づ
く
り
は
、
つ
ぼ
み

保
育
園
の
伝
統
で
す
。
と

こ
ろ
が
陶
芸
を
し
た
経
験

の
あ
る
職
員
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
経
験
の
あ
る
職
員
の
指
導
の
も
と
、
陶
芸
の

自
主
研
修
を
再
開
し
ま
し
た
。
『
土
こ
ね
』
か
ら

始
め
、
形
成
、
削
り
を
体
験
し
な
が
ら
自
分
の

「
お
皿
」
作
り
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

■
飾
り
棚 

平
成
23
年
1
月
の
改
築

で
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
横
に
飾

り
棚
（
ニ
ッ
チ
）
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
2
年

余
り
、
毎
月
初
め
に
飾
り

を
替
え
て
い
ま
す
。
平
成

23
年
度
と
24
年
度
は
絵

本
を
題
材
に
し
た
も
の
を

制
作
し
て
飾
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
「
う
た
」

を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。

絵
本
と
違
っ
て
絵
が
な
い

の
で
、
「
う
た
」
の
世
界

観
や
背
景
を
想
像
す
る
作

業
が
加
わ
り
、
制
作
す
る

職
員
の
感
性
が
問
わ
れ
ま

す
。
制
作
に
は
分
園
や
給

食
室
も
含
め
て
職
員
全
員

が
携
わ
り
、
約
2
ヶ
月
前

か
ら
内
容
や
構
成
、
素
材

な
ど
を
考
え
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
作
っ
て
い
ま

す
。
期
限
に
間
に
合
わ
せ

る
の
に
大
変
な
思
い
も
し

ま
す
が
、
出
来
上
が
っ
た

も
の
を
子
ど
も
達
や
保
護

者
の
方
が
楽
し
そ
う
に
見

た
り
、
会
話
し
た
り
し
て

い
る
姿
が
何
よ
り
も
の
喜

び
な
っ
て
い
ま
す
。 

平成25年度  

父母の会役員 
 

会 長 喜多 正貴   (う め) 
 

副会長 濱原  茜  (れんげ) 

  々   田川  健司  (れんげ) 
 

会 計 庄崎  万梨恵 (も も) 

  々  稲留  あすか (すみれ) 
 

書 記 長田  裕子 (わらび) 

  々  大野  淳子 (つくし) 
 

委 員  木原  桂子 (も も) 

  々   篠原   弘  (う め) 

  々   浅見   宏亮 (さくら) 

  々   筧   哲弘 (さくら) 

  々   金子  耕一朗 (さくら) 

  々   江崎  裕子 (すみれ) 

  々   古賀  千春 (すみれ) 

  々   金子  真実 (れんげ) 

  々  大久保 学史 (つくし) 

  々  増本   亜由美 (つくし) 

  々  檜山  美佳 (わらび) 

  々  山内  圭 (わらび) 

  々  中河原 健介 (わらび) 

  々  石田  奈留 (なずな) 

  々  宮崎   環 (なずな) 

  々  堀   香 (なずな) 
 

監 査 梅木  孝    (わらび) 

  々  大神   希 (つくし) 

H25.4月 犬のおまわりさん H24.12月 かさじぞう H23.1月 雨の遊園地 H23.4月 ぐりとぐら 

S.40年～S.44年 S.45年～S.58年 

H.23年～現在(正門側園舎) 

園
舎
周
り
の
植
木
も
少

し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。 


